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*****HAJヒ マラヤ集会 のご案 内一 どなたでも参加で きます *****

【東京定例集会 】 無料

―
毎月第 4金曜日 18時 30分～20時00分

場所 :ト ラベル日本・ 5F・ 会議室

係 外池 または鈴木
1月 28日  アフカニスタン登山隊報告会
2月 25日 中央アジアの山と街
3月 25日  インド・ ヒマラヤ情報
4月 22日  ガルワル 0ヒ マラヤ情報
5月 27日  ラダックヘの旅
6月 休み (ヒ マラヤ研究会が秋田で開かれます )
7月 22日  カシ ミールの山と街
8月 休み

9月 30日  (23日 を変更 )ガル ワル山麓の旅
10月 休み (秋の ヒマラヤ集会が開かれます )
11月 25日  ネパール・ トレッキング
12月 2日  (23日 を変更 )ア ッサム・ ビルマ

【北海道定例集会 】
―
お茶代 。実費

毎月第 1月 曜日 18時頃から

喫茶「 ねむの木」の 3階特別室でおこない

ます。奇数月自由集会
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《HAJを 考える―――その 6》

もうひとつのHAJ

:雄響‖職継:情1護:菫縦薔:籍織:鶴黎‖:::::::‖‖聯筆綺麟難露菫霧
"

―
ヒマラヤの高峰はめざさないということ

一

私自身は当初は、確かにヒマラヤの未踏峰をめ

ざすつもりだった。 インドについて書かれた本も、

登山隊の記録も、あるいは数多 くの紀行文や人類

学的な報告 も、すべて雪をいただいた高峰へと集

約されていくものとしてあるはずだった。

しか し、 7,000″ なり8,000れ の山の頂に焦点を

あわせて勉強 していたつもりなのが、いつのまに

かその視点は下へ下へとさがってきて しまった。

参考になれば、ぐらいの 気 持 で読んでいたイン

ドやネパ ールの人々の暮 しをえがいた本の方が、

登山の記録より数倍も魅力的なものとなり、そ し

て気がついたらもう山の方はどうでもよくなって

いたのだ。

ヒマラヤの麓には、何と魅力的ですばらしい人

々が住んでいることか。私はヒマラヤの麓にこだ

わりつづけることに決めたのだ。

そういう私の視点で秘Чのことも考えていきた

い。

●ヒマラヤの山々に登るということは、人の住

んでいるところを通 り抜け、ひたすら無人地帯に

向かい、そこで完結するものだろう。生きとし生け

る人間が住む土地を通 り、さまざまなかかわりを

生み出すことはあっても、大多数の人達にとって、

それは山に登るということからすると、あくまで

も副次的なもので しかないようだ。だが、山に近

づくまでに人の住む土地 を通 らなければならない

以上、当然のこととして毎年ネパールやインドに

出かけていく数多くの登山隊や トレッカー達は、

まさしくその土地の人々とおびただ しいかかわ り

をつくりだ しているはずだ。

そのことをもう少 し考えに入れてもいいように

思う。登山を成功に導 く技術論の うえだけでシェ

ルバやポーター達を見ていくとき、そこに
tt生
"

を持 った人間への、ある種の傲慢さが生れる危険

はないだろうか。 もちろん、たとえば私のように

山そのものよりはそこに暮す人間にひかれるとい

っている者にとっても同 じことだが、そのことを

もう少 し深 く考えなければな らない。

おそらくこれは :[班 Jの組織の問題 というよりも、

ヒマラヤ地域にかかわろうとする個人個人に属す

る問題 だと思う。だが、 ヒマラヤを目指す人々が

充分に検討を加えなければならない問題 を含んで

いる。

・ 現在のHAJの 構成を見ると、 ヒマラヤの山
に登るのを究極の目的にする層と、 トレッキング
な り麓の人間の暮す土地にとどまりつづける層の

2つに大雑把に分けることができると思 う。すで

に指摘 されているが、このことが会の弱みでもあ

り、強みともなっている。 しか し、山のみを登 っ

てそこで完結するような山岳会のよ うな組織は他

にもたくさんある。それだからこそ、文化的側面

か らヒマラヤにアプローチしていく人をも含んで

いる]Чは、この特色を生か していかなければな

いない と思 う。

ヒマラヤの山を目指す層は麓にとどまる層の上

に立つものだと考えた り、あるいは、麓にとどま

りつづける層もゃがては高峰を目指すであろう、

というような姿勢で運営 されるべきでもないと思

,。

確かに、高峰を目指す先鋭的な部分とそうでは

ない部分が、ひとつの組織のなかに存在 し続けて

いくのはむつかしい。あるいは全く別の組織へと

分化 していって当然なのかもしれない。だが、そ

れではせっかく聾Чが築いてきた独自の組織形態

が意味をなさないのであって、その両者がいった

いどのように互いに学びあい、共存 していけるか、

そういう結合を生みだせる
(t回
路 "と は何かを考

えなければならないのだ。それを考えることが同

時に広い視野に立った「 みんなのヒ
マラヤ」へも

連なっていくはずである。

・ たとえば、山に登る人々のあいだにある歴史、

民俗、人類学、文献学的なアマチュアリズムの伝

統をどう生かしていくか。 すでにHAJに 蓄
積されている情報は莫大なものになっているはず

だ。それを専門的知識を持っている人々とどう結

びつけていくかである。麓にとどまり続ける人々

の中でその専門を生かせる人達と連携 してもいい
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し、大学の研究者とのうなが りを持つのも一つの

方法である。そうすることも、 WЧの可能性をよ

リー段高いもの とするに違いない。

東日本ヒマラヤ研究会のような山をめざす研究

会の他に、麓にとどまりつづける人達を中心に、文

化的側面よリヒマラヤ地域にスポッ トをあてた研

究会の開催ももっと多 く考えてもいいだろう。そ

れには、当然、外部にも広く呼びかけなければな

らない。

それに&p研、チベッ ト研、東部 ヒマラヤ研と
いった専門研究会同士の横の連絡会みたいな集ま

りを持ってもいいと思う。それぞれに蓄積されつ

つある知識を交流させていくことも、また HAJ自

体の発展にもつながるに違いない。

ヒマラヤの本を読むに しても、 ヒンドウー教や

仏教、あるいはインド史の背景知識がないとよく

理解できないなら、そういう背景の知識の講習会

を開いてもいいだろう。 ヒンディー語やネパール

語、チベッ ト語の講習会も考えてもいい。

しか し、こうして考えてみると、私を含めて、

麓にこだわり続けようとする人達はもっともっと

がんばらねばならないようだ。 こういう文化的側

面をよリー層強調 してゆき、 ヒマラヤの高峰 を目

指す人達も含めた組織の中で生かしていく。 こう

いう中から生れてくる力が、新 しいヒマラヤ地域

とのかかわ り方の横糸となっていくだろう。そう

いう、両者のぶつかり合いの中から生れてくるも

のが、高峰を目指す人も、麓にとどまりつづける

人をも結果的に伸していくことにつながると信 じ

たいのだ。

いささか理想論には じりすぎたかもしれないが、

民間の任意団体であるWЧは、それを試みる可能

性を秘めているように思うのだ。

・ 会員数と事業量のパランス。あるいは運営資

金の問題。それらは手元に資料もないし、詳 しい

事情もわか らないので述べるのは別の機会に した

いと思 う。それに、組織の巨大化に伴い、当然そ

こにはある種の
マ(政
治性 "と いうものが出てくる

ことだろう。 ヒマラヤの土地 とかかわるのにも、
あるいはそこの

tマ

政治 "か らはのがれることがで

きなくなってくるかもしれない。それは、 tt組織 "

というものにつきまとうものだとしても、このこ

とは頭の片すみに入れておくべきだと思 う。巨大

化に伴い硬直 しないためにも。この問題 も改め

て考えたいと思う。

(東部 ヒマラヤ研究会事務局 藤井  毅 )
アルタイ (Altai)山 脈の東にある人口約 1,300万

人の ソビエ ト連邦の15の 共和国のうちの一つで、

)1 1a )v Lafiffi-(Z)

6月 27日

イングス河沿いに トラッ クは登 って行く。断崖

をけず り取って造った道は、中国が造 ったそうで、

なるほ ど、路肩のくずれ防止法は、石を、それも、

さして大きくない石をうまく積み重ねて、下部に

かかる重量を分散させる工法であった。それは万

里の長城の城壁 を小さくしたような形であった。

耐 えられない暑 さと下痢で疲労 こんぱい して

しまい、卓のゆれるままに、まるで他人の体がく

にゃくにゃゆれるような気持で自分の足を眺めて

いた。

相変わらず急竣な谷間と濁ったイングスの流れ。

時々そこへ流れ込んで来る支流は、まことに青い

色をしている。 .ど この水も安心 して飲めないはか

りか、 F痢のため、水分も食物も口に していない。

気温40℃。

河西 俊郎
夕暮れ時、銃をかついだ勇猛なグループに出逢

った。 リーダーは背の高いみるからに人格の整っ
た顔立ちであった。 フラフラする体を起こして、

トラックを降 りて彼と握手をした。彼は片言の英

語で
t(皆
兄弟だ。サラバ/時間がない "と いうと

部下を連れて夕暮れと砂 じんのけむる彼方へ消え

て行 った。彼は独立心の高いバルチスタンであっ

た。手入れされた銃とピス トルを持って、若者と

年老いた部 下を連れた彼との印象的な別れであっ

た。陽が落 ちて、 しばらくしてものすごいダス ト

ス トームにおそわれた。 ちょうど何台か前の トラ

ックの車のシャフトが折れたとかで、部品を取 り

に行っている時である。この国の運転手は修理は

一通 り何でもできる。細い道で追い越 しもできず

1時間以上も待たされている間中、日も日も開けら

れぬ程の砂嵐であった。今日もトラックはひた走
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りに走って通 り道のガス灯の茶店へ着いたのは10

時であった。全員が トラッ クの上で寝る。

6月 28日

トラックは砂漠の中をひたすら走って、ジャッ

クロードに向かっている。携帯用雨傘が今では唯一

の 日除けであるが、また、風をさえぎるので、熱

気を自分のふところへ しまっておくようなもので

あった。

午前 8時過ぎ、ひとかたまりの緑に囲まれた、

ナンガパルバッ トのよく見える美 しい小さな村ジ

ャクロードヘ着いた。 ここはギルギッ トとスカル

ドの分岐点である。 ここから先は道が更に細くな

るので トラックではいかれない。今日、 ここで、

3日 間乗り続けた トラッ クとお別れである。運転

手も助手も陽気な人であった。彼 らはここから再

び同 じ道を、銃を片手に口笛と大声をあげて帰 っ

て行くであろう。今日の宿、ナンガパルバッ ト●

ビュー●ホテル。おとなの握 りこぶ し以上もある

鍵のかかる ドア付きの部屋。 (昨 日までの木賃宿

には ドアは無かった )そ してハエの倉庫、いやこ

れで ドアを締めると、ハエの缶詰の中にいるよう

で、顔や手、至るところにうるさくとまる。初め

は追い払っていたが、疲れて眠ってしまった。

ここで初めてチヤパティーを作 っているところ

を見せてもらった。始めに炉に薪をいっぱいくべ

ておきを作 り、炉を熱 くした後、まん じゅう形の

チャパティーを、丸いフトンのようなものの上で

平に して、そのまま炉の内側の壁にペタリとはり

つける。そ して数分もすると焼 き上りである。壁

に当てた面はきれいなキツネ色に焦げるが、おき

火の面は黒い炭のように焦げてしまう。

6月 30日

今日はスカルドヘ着 く日である。午前 4時にジ
ープは出発 した。 まだすっかり赤くならないアプ

リコッ トがあちこち目について、隊員は時々ジー

プを止めさせては、思い切 り食べている。 下痢の

僕は 'マ じっと我まんの子 "であった。 ジープはィ

ングス河に忠実に登 って行く。焼けただれたよう

な、赤黒いテカテカ光る岩壁にはさまれて、スカ

ル ドだと言 って指さす彼方は、砂山の中にわずか

ばかりの緑が見られる場所のようであった。

スカル ドを真近に見下ろす場所へ着いたのは正

午であった。雪の山から流れ出た水をうまく引い

てきたこの村の水は、豊かな水量と清い水であっ

た。す ぐ近 くには中国人がゃっているという、マ

スの養殖池があった。下痢にこだわらず思い切 り

飲み、頭からかぶった水で瞬間的には生気が蘇 っ

たような気が した。 この村の茶屋でチャイを少 し

飲んで出発。ここからスカル ドまでは砂漠の中を

走 った。運悪く前のジープが故障。待たされるこ

と30分。 まるでジワジワと太陽に焼き殺されるよ

うな気が した。この砂漠にヨモギに似た、ヨモギ

より更に強い臭を出す植物がいっぱい生えていて、

さわるとハナをつくような臭をあたリー面にまき

散 らした。

車の修理ができるとまた小一時間走 ってスカル

ド飛行場の中を通り抜けた。スカル ドの町の入口

は清い流れがあって、さすがスカル ドらしい町 と

いう印象を持ったとたん、まるで正反対にすぐ砂

とほこりにまみれたバザールの中を、ジープは通

り抜けていた。

今日は レス ト・ ハウスに泊った。 この庭からの

眺めは素晴 らしい。まず第一に、イングス河の流

れ とアレキサンダー大王が築いたと、この土地の

人々が自慢にしているスカルド城を一望できる。

イングス河畔の夕暮れは、川面のキラキラ光るさ

ざ波の中から空に透き通るような星を呼びよせて、

それを水面にそっと乗せたような情景 と信心深い

人達の夕べの祈 りにつつまれる。人々は一枚の布

を地面に しいて、陽の沈む方へ向かって顔を地面に

こすりつけるようにする。立ち上って静かに頭 を

垂れ、祈 りの文句を唱え、そ して、また地にひれ

伏す。 こうした繰返 しを何度かするうちに、厳か

な日没を迎える。

(つづ く )

チャパティーを作 る男。ジャクロードにて
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中央アジア紀行

天 山 の 麓 ´ヽ

ま え が き

タクラマカンとは
t(捨
てられたもの "と ぃう意

味のベルシャ語であるが、この不毛の地の西にパ

ミール山脈があり、この北に天山山脈がある。 ソ

連領中央アジアの街はこの西側に広がる広大な地

である。

フェルガナ盆地、カラクム砂漠、キジルクム砂

漠、天山山脈に源のあるアムダリアとシルグリヤ

の河、そ して、バルシ湖、イシク0ク ル湖などが

ある。
:tシ ルクロード"と いう呼名で知 られているこ

れ ら中央アジアの街や人々の生活など 1975年の

見聞をもとに したためてみた。

***タ シュケントを飛び立つ ***

ソ連領中央アジアの中心ともいうべきタシュケ

ントの空港を飛び立った、 ソ連国内線の細長いス

マートなジェッ ト機、 トウポレフ 114型はみるみ
る高度を上げていく。眼下には鉄筋のアパートが

立 ち並び、その間に、中央アジアの音を思わせる

ドーム状の時代がかったものなど、民族色豊かな

建築物が樹林の間に見えかくれ している。それら

も、あっという間に視界から消え、あとは薄茶色

と灰色にそヤのかかった砂漠のような風景にかわ

っていく。

飛行機の中はタシュケントか ら地方の街へ帰っ

ていく人たちで満員である。人形を買ってもらっ

て、 うれ しそうに胸に抱いている女の子もいた。

ヨーロッパ的な顔立ちの色の白い鼻の高い人が多

く、
tt異
人 "さ んを感 じる。なかにはカザック地

方か らの人らしい、 日本人に顔立ちのよく似た人

も大きな買物かごをかかえて座っている。

ソ連の国内線は広大なソ連の庶民の足 となって

お り、気軽に利用されているようである。国際線

のようなきらびやかな感 じはなく、何か日本の地

方鉄道に乗っているような気がしてくる。飛行機

運賃も国際線に比べて国内線は安 くなっている。

そのせぃかどうか、どの飛行機 もほぼ満員で、

空港には切符を手に入れるために何日も待ってい

る人がいるようであった。スチュフーデスの配 っ

日璽亜亜画

沖  允人

てくれた、砂糖のよくきぃたうすい色のォレンジ

・ ジュースを飲み、さきほどと変 りばえの しない

外の風景に退屈 し、うつらうつらしていると、や

がてエンジンの音が高くなり、機は旋廻 しはじめ

た。

見えたノ天山の一角が/太陽に映えている山 。々

「 あれぞまさしく天山だ/」 心の中で叫返も
ttテ

ンシャン"と いう発音は中央アジアの山々にひか

れている者の耳には何と快よく響 くのであろうか。

その天山の麓に、今まさに、やってきたのだ。軽

い興奮に心がふるえる。

やがてアルマ●ァタの空港に着いた。南の方には

遠 くに天山の支脈がは じっていて、西の方は開け

た平原になっているところにアルマ●アタの飛行

場があった。機を降 り立った私を包むように、乾

燥 した快よい天山の風が吹き抜けて行った。 1975

年 8月 18日 のことである。

**中央アジアの都市、アルマ・ アタ **

カザック・ ソビェト共和国はボルガ川の上流、

アルタイ(Altai)山 脈の東にある人口約 1,300万

人のソビエ ト連邦の15の共和国のうちの一つで、

カザフスタンとも呼ばれている。北西はシベリア

の大平原に続 き、東南には天山山脈がそびえてい

る。標高 750mの この中央アジアの街は冬はマイ

ナス40度 にも下り、夏は東京の夏のように暑いと

いう大陸的気候である。

カザフスタンの面積は全ソ連の 8分の 1を しめ

る広大さであり、 ロシア共和国に次いで 2番目に

大きい。面積は 270万平方勧、日本の約 10倍であ

る。 このカザフスタンの主都が人口約80万人のア

ルマ◆アタである。 ソ連邦の中では新 しくできた

都市の一つでもある。

1854年頃はカザックは小さいいくつかの開拓

地の集まりであったが、その後、ザイリスコヤ国

(Z ailliskoya)の 要塞都市 となり、やがてロシ

アの一部になった。 1917年 の10月 革命のおこる

までの約半世紀の間はアルマ●アタの街はベルニ

ィ(Ve rny)と いう名で呼ばれていた。ベルニィ

の人々は日干 レンガの家に住み、水道 もなく、舗

装された道 もない生活であった。 1915年のベル

-4-



′
■

，

ン
,ル
イレト・
°

フ
アフガLπ″

4'

ソチ

クιタリφ

`

40

/

。。
knノ1°キアタン′

‥
0    1

ニィ町議会の議事録によると「 道路の照明を設備

する必要はない。その理由は夕方には街人たちは

家に引きこもって しまい、外を歩かないからであ

る」などと記録されているそうだ。いかに淋しく、

暗い街であったかが伺われる。

***革命ののろ しをあげたベルニィ***

19世紀の終 りごろにロシア社会民主同盟の活動

者は帝制ロシアによって追放され、ベルニィヘや

ってきていた。

赤軍の司令官であったフルンゼ(M.V.Frunze)
はこのベルニィで教育を受け、彼の革命運動をお

こした。そして、最初のカザックの地理、民俗、

歴史の学者でもあった。 コーカン●バリカノフ

(ChOkan ValikhanOV)(1835～ 1865)も この街で

数年間働いた。いまもアルマ●アタ市内のレーニ

ン官殿の北東、カルヌナ通りに彼の銅像がある。

1905年社会民主同盟の人たちはここで活動をは
じめ、政治的な動きをするようになった。 1918
年 3月 2日 の夜、ボルシェビィクをリーダーとし

て、革命軍人、労働者、貧しい農民などがベルニ

ィで帝政ロシアの圧政に対 して立ち上った。この

年の 3月 、そスクフが首都となった。

***古い時代のアルマ・アタ***
19世紀の終 り頃にソ連の考古学者がザイリスキ

イ・ アラ・ タウ(Zail Hstt Ala Tau)山麓の丘を

発堀 し、古いアルマトウ(Al matu)(リ ンゴの意 )

開拓地の遺跡を発見 した。このアルマトウはシル

クロードのキャラバンの行きかうルートにあった

もので、かつてマルコ。ポーロや中国の高僧もこ

こに泊ったと記録されている。

カザフ人はトルコ系のチュルク族の人種で、ひ

きしまった身体と日本人に似たモンゴル系の顔立

ちをしている。昔は彼らは遊牧民であり、紀元前

1世紀のころから烏孫国という名で栄えていた。

漢武帝がこの鳥孫国と友好を結び、この力を利用

して北方にいた匈奴をやっつけようと考え、漢の

都の王の娘をここに嫁がせたという話が中国の古

書に出ている。その勢力は現在の中国の新彊省あ

たりまでおよんだと言われている。 6世紀頃には

チュルク族の一派であった突蕨がこの地を支配 し

たことが独自の文字で記録 した碑文などからわか

っている。この当時の遺物の一部は今でもアルマ

・ アタの博物館にある。この時代から何度もアル

マ トウは侵入者によって破壊された。ベルニィは

このアルマトウの遺跡の近くにあったのである。
-5-
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インツーリス トのガイドは「 近代化する以前の

アルマ 。アタの人は一夫多妻だったんです。50人

もの妻をもった人もいま してね。そういう人は普

通は一番若い人と住んでいたんです。もっとも、多

くの妻をもらうにはお金持でないとできなかった

のですがね。結納金にあたる
ttカ
リーフ ''を 1人

1人に贈 らなければならなかったから。 もちろん

現在は法律で禁止されています 」と話 していた。

義が発達した。しかし、その結果、貧富の差が大

きくなり不満をもった人々から社会運動がおこっ

てきた。 1904年に日露戦争がおこったりして民
衆の不安はますます増大 した。この時代を背景に

したロジオン●ロマーヌイチ・ラスコーリンコフ

青年を主人公とした小説が ドス トエフスキーの「

罪と罰 」である。

1898年 には「 ロシア社会民主労働党 」(ソ 連

共産党の前身 )ができた。 1905年 1月 9日 に10

数万人の労働者が首都に押しかけたが官憲によっ

て 1,000人 以上が撃ち殺された。この「 血の日曜

日」がきっかけで「 第 1次 ロシア革命」がおこぅ

た。この リーダーの一人がレーニンで、彼のひき

いる多数派を意味するボリシェヴィキ党は労働者、

兵土などを結集し「 ソビエト」(会議の意 )を
つくり、大活動をした。 この大運動のため、つ
いに 300年続いたロマノフ王朝はたおれた。これ

が「 2月革命」といわれている。そして、1日 暦10

月25日 (新暦11月 7日 )冬の官殿をレーニンの軍

がとり囲み、いまもレニングラードに残っている

「オーロラ号」の巡洋艦もその手中におさめて一

気に臨時政府を打倒 した。これが「 10月 革命」で

ある。ジョン・ リードの「 世界をゆるがせた10日

間」(岩波文庫)がこの大革命をよく書いている。

レーニンは 1924年に没したが、 1930年代後

半からスターリンによる自分の意にそわない人を

処刑したり投獄したりという「 粛清 」がはじまり、

ソ連全土は不安とおそれにおののいた。

ちょうどその頃、 1939年 にはヒッ トラーのナ

チス・ ドイツがロシアヘ侵略をし「 大祖国戦争」

が始まった。しかし、 ソ連の人たちはよくこれと
戦い、 1945年 5月 2日 についにベルリンを占領

した。 1956年からはスターリンの個人崇拝の批

判がおこなわれ平和がよみがえった。工業国とし

てますます発展してきている。そして、 1957年

の人工衛星スプートニク号の打上げにはじまり、

1966年の月ロケッ ト軟着陸成功と発展している。

***ア ルマ・ アタの誕生 ***

1921年 2月 5日 、労働者の意志で、軍事革命

委員会を結成し、「 帝国ロシアの中心であったこ

の町は今日から革命の中心となる。そしてロシア

に
tマ

忠節な "と いう意味のベルニィの名前をカザ

フ語で「 りんごの父」という意味の
マtアルマ。ア
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***ロ シア 小 史 ***

ソ連領中央アジアの姿を理解するのには、 ロシ

アの歴史を少 し知っておくことが望ましい。以 下

はほんの概略のロシア小史である。

モスクフの西にキエフというドニエプル川の中

流に花と緑の美しい都市がある。このキエフとい

う名前は古代 ロシアの国の名であった。今から

1,o00年ほど前のことである。このキエフ公国は

13世紀にアジアからきたモンゴル軍に滅ぼされて

しまい、その支配下に長い間泣かされたのであっ

た。 しか し、東の方、現在のモスクフ地方ではア

ジア系支配民族、タタール族の支配もそれほど強

くなかったので少 しづつ勢力をばん回 し、やがて

1380年 に ドン河の川岸でモ /ゴル軍を撃破 した。

そ して、イワン雷帝として有名なイワン王がこ

の地をおさめることになった。イワン雷帝 (4世 )

の没後はロマノフ王家の時代 となる。この頃のロ

シアは大地主と農奴の時代であり、自由を失なっ

た農奴がいたるところで悲 しい目にあった。 これ

らのことを歌った民話や民謡は今でも語りつがれ

歌いつがれている。 1667年の春、ステンカ・ ラ
ージンにひきいられた農民は反乱をおこしたが、

成功はせず、ステンカ 0ラ ージンは「 赤の広場 」

で処刑された。「 ステンカ・ ラージンの歌」がそ

の悲しくも勇ましい話を伝えている。

17、 18世紀はピヨトル大帝、エカチェリーナ女

帝と続き、ヨーロッパヘ進出したりして栄えた時

代であった。この頃の首都はペテルブルグ(現 レ

ニングラード)であった。 19世紀には若いアレク

サンドルー世が即位したが、このころヨーロッパ

ではフランスのナポレオンー世が勢力を拡大しよ

うとしていた。そして 1812年 についてロシアと

フランスの「 祖国戦争」が始まった この戦をテー

マにしたのが トルストイの「 戦争と平和」である。

1860年代に入ると農奴開放がおこなわれ資本主



夕 "と 呼ぶことにする」と宣言 した。

実際アルマ●アタの街には公園にも、歩道の並木

にも民家にもリンゴがなっている。アポート種の

リンゴで大木になる。この木陰もまたアルマ●ア

タでなくてはならないものの一つである。そして

1929年 アルマ●アタはカザックの主都となった。
この年は トルクシブ鉄道と呼ばれた トルキスタン

とシベリアを結ぶ鉄道がノボシビルスクからアル

マ●アタの工業 。社会・ 文化に大きく働きかける

こととなったのである。 1930年代には食料工場
など多くの工場や企業が近代化され、 1940年 に
は一大工業地帯となった。

第 1次大戦 (1941～ 1945)中 はアルマ●アタは

前戦から離れていたのが兵器庫としての役目をは

たした。そして、病院、研究所、映画製作所、劇

場などがここへ移ってきた。ナチの侵略に対して、
(tバ
ンフィロベット''(パ ンフィローブ死師によ

ってアルマ●アタに創立された幼年兵団 )と いう

合言葉で故国の防衛にあたった。中でも第28パ ン

フィロープ義勇軍はモスクワヘ進撃してくるヒッ

トラーのタンクを勇敢に阻止 した。現在もこれを

記念してアルマ●アタ市内にバンフィローブ通り

という通りとパンフィローブ公園があり、公園に

は記念塔が立っていていつも市民によって花がそ

なえられ、絶えることのない聖火がともされてい

る。そして、小学生の男女 2～ 3人が銃をもって

この記念塔 を守っている。勇ましい戦士のレリー

フは戦争の悲惨さと雄雄 しさを語っているようで

あった。

山の麓から道ははじまり、谷の低い方へむかっ

て作られていて道の両側には巾 1″ 深さ lm位の

夕

大きい溝が作 られている。 この溝は
ttア
リクス "

と呼ばれ天山の水が勢よく流れていて、涼 しい空

気を人々に運び、水分を並木にあたえている。

***今 日のアルマ・アタ ***
アルマ●アタにはそスクフか ら約 5時間半、

3,3201″ ほどあり、 ノボシビルスク 、タシュケ
ント(800続 )、 ドシャンベ (1,400勧 )な どと航空
路が通 じている。飛行機がアルマ ●アタに近づく

と緑のオアシスのように畑と市街が見え、そのう

しろに雪をかむ り氷河をしたがえた天山山脈が見

える。

今日のアルマ●アタはソ連の中でも有数の工業

地 となっており、工作機械、 トラクターや自動車
の部品、農業機械、発電用機器などを作っている。

そ して、これらは世界 30カ 国へ輸出されている。

カザフスタンはカン入 りの果物やジュース、コニ

ャック、シャンペ ン、織物、毛皮、金、民芸品、

石灰と金属の産地である。

カザックの偉大な詩人であり思想家であったア

バイ(Abai)(1845～ 1904)は カザックの人たち

を素朴で、勇気のある得がたい人種であると評 し

ている。 アルマ●アタには彼の名のついたアバィ

大通 りやアバィ教育大学があり、市内のレーニン

宮殿の前には彼の銅像がある。

アルマ●アタには17の 高等教育機関、14の 専門

学校、約 】50の 一般学校がある。 S.Mキ ロフの名

前をつけたカザック大学では 10,000人の学生が高

分子科学、治金学、地質学、建設学、自動制御な

どを学んでいる。 アルマ●アタの人口の 4分の 1

はこれ らのいずれかの学校で勉強 しているほどで

ある。 また、カザック科学 アカデ ミーは約30の研

究所 をもっている。

アルマ●アタは印刷と文学と芸術の出版の中心

でもある。20種以上の新聞や雑誌が 3つの言葉で

出版され、ラジオは 4つの言葉で放送されている。

地震 が 多 いので高い建物は少ない。 1910年 の

大地震のあとで街は整備され、碁盤の目のように

道ができている。 7つの演劇場があり、交響楽団、

映画製作所、ウクライナの詩人で画家のタラス・

シェブチェンコ(Taras S hevche止。)の作 った芸
術博物館などもある。また、 100の映画館、 350

の図書館がある。図書館には 2,300万冊の本があ

るという。 プーシキン革命図書館はカザフスタン
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アルマ・アタ郊外の丘より天山の一角を見る
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で最大の図書館であり、18世紀のヨーロッパの出

版物、東洋の資料などで有名である。

現在は中央博物館になっている大きい建物はか

って19世紀のロシア正教会寺院であったもので、

世界でも最も高い木造建築の一つであるといわれ

ている。

アルマ 0ア タ0ス ポーツ官殿は、大きい噴水を

もつ池がある、すばらしい広場に建てられている。

3,000座席をもつホールのあるレーニン宮殿もす

ばらしい。ロシヤ 0カ ザック演劇場 (2,000席 )

もある。立派な円形競技場、結婚式場もある。ア

ビ大通 りとサイフリン大通り(Seifulin)が 大き

く、長さ12ん
"あ
る。 リンゴの木々の間をむこうに

天山の一角を見ながら歩いていくのはアルマ●ア

タならではの楽しみである。

***メ デ オの ス キ ー場 ***

マーロエ ●アルマ●アタ渓谷に行く途中には数

々の世界記録を生んだ高山アイススケート場、メ

デォ(Medeo)がある。立派な リンクとそれを囲む

観覧席がある。ここにはホテルや映画館もあり、

市民のいこいの場所でもある。

メデオからさらに登って行くと、アルマ ●アタ

の街を山崩れと雪崩から守 っている 180″の高さ

のダムがあり、 さらに 300れ ほど登るとチインビ

ュラッタ高原 (Chi mbulak)に 着 く。そこには ゴ

レルニック・ スキー場 (Goreinik)がある。ここ

には 2つほどツーリスト・ キャンプ場があってヒ

ュッテも建てられている。

もう一つの市民のいこいの場はコクテュベの丘

(Koktyube)で ある。 ttコ クテュベ "と は “緑の

丘 "と い う意味である。 アルマ●アタ市の東南に

あるレーニン宮殿のそばからケーブルカーで登 っ

て行 く。標高は約 2,000mあ り、ここからアルマ

・ アタ全市が望まれる。ただし、何故か西の方は

撮影禁止になっている。 アルマ ●アタは年間 300

日は晴れているといわれるので、たいてい良い展

望が得 られるのだが、私が行ったのは 8月 下旬で

あったがそのときは相憎のガスで天山の方はよく

見えなかった。 しかし、ゆるい丘になったところ

に沢山ある果樹園、ポプラやエルムの林 と並木通

り、そ してイリ川 (Ili)が 蛇行 して流れているの

が見える。

丘の中央には レス トランがあってピロツチやア

イス クリームを売っている。こんな天気なのに結

構、人がきていて、アイスクリームはあっという

間に売 り切れてしまった。 ソ連の人はアイスクリ
ームが大変すきなようで、モスクワや レニングラ

ードなどでもアイスクリームをなめなめ歩いてい

る大人や子供が多い。空気が乾燥していて喉が乾

き易いせいかも知れない。たいていは
ttは
かり "

で日方 をはかって売っている。

展望もよくないし、寒いのでおりることにした。

ガイ ドが見当らないのでケーブルの乗場で待って

いた。若いカップルが肩を寄せあって反対側のさ

くにもたれてアルマ ●アタの街を見下ろ していた。

ガイドは30分 もたってやってきた。私 をさがし

ていたそ うである。

「 西の方の写真をとらなかったでしょうね」と

何度も念を押していた。軍事工場でもあるのだろ

うか………。ソ連では外国人旅行者の行動範囲は

限定されていて、例えばこのコクテュベの丘にテ

ントをはってどんどん奥の方へ登って行ったりす

るには、モスクフのインツーリストの本社へ電報

で問合せて許可を得なければいけないんだといっ

ていた。多分その許可はもらえないのだろうが…。

(つづく )

参加者募集 中  HAJ遠 征計画

1)パ ミール遠征隊   1977年 7月 ～ 8月

すでに準備はすすめておりますが、 1月 中旬よ

り本格的 トレーニングに入ります。 1月 末日をす

ぎますと手続上参加できなくなりますので、希望

の方は大至急ご連絡下さい。

2)パ キスタン登山隊 (ブレ・カンチ計画)1978年

カラコルムのユクシン・ ガルダン・ サール、

バツーラ 1、 ラカポシのいずれかに登山隊を出す

計画をすすめています。

3)サセル・ カンリ隊 (1979年 )も計画中です。
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マナスル通信………清水 澄
隊補強隊員として参加され、マナスル(8,156

れ )で活躍中。以下は現地便 りの一部である。な

県さん はイラン 0日

隊は10月 22日 2

(その 1)8月 22日  プリガンダキのキャラバン途中、アルガート・ バザールより1日 上流 の村で

あわただ しい出発にもかかわらず種 々、御配慮

をいただき、感謝致 します。御挨拶もろくにでき

ず出発 したことをお許 し下さい。

羽田の出発便のおくれも、バンコックでの乗継

ぎが うまく行き、一日でなつかしいカ トマンズに

到着 しました。 1日 友と親交をあたためるヒマもな

く手続を終え、 19日 には トリス リ・ バザールから

キャラバンの第一歩を踏み出 しました。

なれているネパールとはいえ、今の時期は雨期

で湿度も多く、1時間も歩くと体中乾いた所がな

くなって しまうありさまです。 トレッキ ングの外
国人も殆 ど通 らず (主街道でない )来る日も来る

日も山また山、谷また谷の水田地帯をブッとばし

て本隊 を追いました。ネパールの道は “ハダシ族 "

に好都合で、渡河や畦道で靴を脱がせられる場面

も数ありました。稲は植えたてから穂ば らみ期ま

でいろいろあり、 なか には アンモニアなど散布
している光景もみました。水田は草だらけで特に

オモダカ、カヤツリが水面も見えないほどできて

います。一応除草もしていますが、何せ、出鱈 目

のうねな しですので、丁寧にはできません。

オカボは収穫期、メ11っ たものを小束にまるめて

す ぐ脱穀、石に 3～ 4回打ちつけるだけで簡単に

脱粒 してしまいます。モミだけ家に運んで乾燥 し

ます。 もちろんワラは家畜のエサになります。

どこの家でも水牛を 2～ 3頭、牛も 2～ 3頭飼

ってお り、放牧は子供の役目です。

キャラバ ン3日 日の 8月 21日で本隊をキャッチ

しま した。それまでネパール食だけでや りました

がやは りどうにもノドを通すに抵抗があ り、本音

は茶 とミルクで命をつないだようなものです。本

隊はラーメンーつ残 してくれておらず、きび しい

道中で した。暑いので飲んではならない といわれ

る生水も遠慮なくや りま したが、一応下痢も して

いません。相棒の風間君は湧水以外飲ませないよ

うに しましたが、キッ ト私の数倍もつらかったこ

とでしょう。

日本側 メンバーは一応顔だけは知っていたので

すが、イラン人は未だ名前さえおぼえられずダメ

です。なかなか、なごゃかにやっていますが、

実質面の仕事は日本側で処理せねばならず、大変

なものです。

イラン側には英語のできないメンバ ーも半数ほ

どおり、ことは面倒ですが、私は隊のことについ

ても何もわからず口出 しをしないので、楽な面も

あります。

ここで我が隊の規模などお知らせ しましょう。

(現 キャラバン時点で )

日本人 9人、イラン人 8人、 ドイツ人 1人 (イ
ラン側客員隊員、70才のカメラマン )、 シェルパ

39人、ポーター530人、 1日 にかかるポーター代
10,000ル ピー(日 本円で約 240,000円 )。

本当のところどうなってキャラバ ンが動いてい

るのか判 りません。 シェルパとポーター頭にまか

せてあるのです。 シェルパも大人数なのでかえっ

て統制がとれるのかもしれません。

まあ言ってみれば大名旅行ですが、それだけに

それぞれの個性も埋没 して、生き甲斐のあると言

う訳にはいきません。好ききらいを言ってはいけ

ませんが、こんな大きな遠征隊に参加 していると

小さな遠征の良さも一面では強 く感 じます。

本隊食料は一応 日本人、イラン人とも食べられ

るメニューですが、ゼイタクなものです。

一例 (と 言っても私には 2度 日の夕食ですが )

玉子スープ、ネパール産きうり(と ても大きい)

もみ、かつおフレーク、スパグッティミートソー

ス、デザートにみかん缶、ティーorコ ーヒー。

今 日、 (8月 22日 )か らいよいよブリ、ガング

キ沿いに朔行して行きます。現在、ここの標高は

600“程度。夜はハダカでないとねられません。

あとベースキャンプまで10日 程の見込みです。有

名なプリ・ ガンダキの難路は如何ばかりか と期待

して、毎日降られたり、照 られたりして忙 しく進

んで行きます。

最後に私の体調ですが (特に私は暑さに弱いの

で )、 少しバテ気味。 ピンチヒッターのため、精

神的な準備がないせいかと思います。食欲があま

りなく、無理 しても日か ら出そうになり、水もの
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ばかりとっています。それも甘いとダメです。ま  あ、だんだんよくなると思います。

=====(そ の 2)9月 7日 サマ村 に近いマナスルベー ス・ キャンプにて====

や野生のものがあります。例 えば野生のサ トイモ、

レンコン、オクラ、大麻、 ミョウガなど実によい

ものがありました。 ミョウガの芽は真赤に近く、
また、その花はほとんど散っていましたが自く可

憐なもので した。

ブリガンダキの険路も往時よりも改良されたの

か、 JAg次 の映画でみたような厳 しさはなく、普

通のヒマラヤ道でした。 といっても決 してやさし

い道ではありません。一歩あやまれば命はいうに

およばずその遺体さえも捨 うことはできません。

実は私たちのキャラバンにも 1人の犠牲者が出ま

した。少し危い橋だったのですが、ポーターの 1

人がそこから激流にのまれ、ついに遺体も上りま

せんでした。小生はこの処理に過去の経験 を買わ

れて当り、 リェゾンオフィサーと共に一両日を奔
走 しました。

このキャラバンルートのジャガッ トとい う村を

接点として、以奥はラマ文化圏 となります。 とは

いえ、住民は変らずタマンまたはグルン族です。

私たちにとってはヒンズー文化圏よりも何か親し

める気がするのは、大局的に見るならば、ラマも

仏教の一派だからでしょうか。

ブリガンダキ最大のシアール・ コーラを分けて

有名なニャック(Ngyak)村に到 りますと様相は一

変 し、非常に不潔な村となります。言わば “タレ

流し"の 村で、集落の中はとても立止ることがで

きません。私達は如何に
ttク
ソ"を踏んづけない

かに神経の大半をさく始末で した。特に、雨期の

せいか……とに角、ご想像いただく他にありませ

ん。こんな汚ないものを見るための ヒマラヤでは

なかったと、つくづく後悔 した次第です。そして、

この知見は過去数回のヒマラヤですべて解 ったつ

もりでいた私のヒマラヤ住民に対する知識を新た

にするもので した。

ナムルーと言う村以奥は完全なチベッ ト村で、

行き合う村人のチーズ臭さに、私の憧れの臭いも

こんなものだったのかと感 じ、多少日本の着物に

も似た彼らの着衣に共通性を見出 したりしました。

しかし、とに角チベッ ト人のボロと人なつこい笑

顔とその奥にかくされたズルさをいやと言うほど

に味わ う毎日で した。

いやになるほど長いキャラバンの末、 18日 目に

ようや くこのベース 。キャンプ (BC)に つきまし

た。何からご報告申し上げてよいのやら、ただた

だ地の果にきたような感概のみです。

ここ、 BCは 高度 3,850m、 サマ村から 1時間半、

岳樺とネズのまばらな林にかこまれた古い河原で

20年前、マナスルの初登頂を果 した JAc隊 の

根拠地でもありま した。マナスルはここからピラ

ミッ ドのように高々とそびえ、さすが 8,000m峯

の貫録充分です。マナスル氷河はいわゆる一般の

氷河のような氷河流が長々と岩石を運び出すタイ

プではなく、 アイス・ フォール(氷漠 )の氷が一

気に氷河湖にたたき落ちて終ってしまいます。そ

のため美 しいエンドoモ レインやサイ ド・ モレイ

ンの丘もなければ平和な草原のアブレーション・

ヴァレイもありません。そのため山の高さ以外は

大 して魅力がありません。昨年のガルワールヒマ

ラヤのような、あの何 とも言 えない人間を魅了 し

てやまない憧憬の地 とはおよそ似ても似つかない

ものです。

例えば、花についてもその品種の豊富さはとて

もカウレワールにおよびませんし、山々の眺望にして

も、この谷間では名のある山をあげることはでき

ません。何よりもあの氷河の草地にねころんで空

を流れる雲に思いをはせながら昼寝をむさぼる優

雅さに欠けています。

そして、ここではこんな山の中まできても人臭

いヒマラヤ人の生活に無関係ではいられません。

BCはいうにおよばずキャンプ 1(Cl)ま で行っ

てもチベッ ト人からの盗難に注意 しなくてはなら

ないそうです。

ちょっとグチっぽくなって しまいました。私の

過去の経験から、すこしぜいたくになっているの

かもしれません。では少 しキャラバ ン中やこの付

近のことの情況について記すことに します。

ブリガンタキを行 く

8月 24日 のキャラバンの頃よ り 水田は姿を消

しました。代 りにモロコシ畑 となり、また生育の

早いオカボ の後 作 としてヒ
エが 植えられて い

ました。

2,000m近辺では湿潤地帯ですので種々の作物
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さて、以後の登山の進展についてですが、言う

までもなく私はピンチヒッターですので思うよう

に動けない点もありますが、 しかし、この経験 こ

そ私の目ざす理想の遠征への道程 を、より明確に

するもの として位置ずけされるで しょう。私自身

早いものでもう10月 、日本も大分秋色が深まり、

とり入れに忙しくなっていることと思います。当

地でもベースキャンプの木々が色づき、雪線に近

いところの草は枯れてきました。ベースキャンプ

を作ってもうすぐ1カ 月になろうとしていますが、

登山の進展は丁度、中盤線というところです。と

に角大きな隊であり、しかも、素人に近いイラン

人と合同ですから止むを得ません。今までじっと

見ていますが、彼らは未だヒマラヤ遠征をするほ

どになっていないようです。それだけに日本側も

国際親善という大前提に立って、気長に、そして

親切に教えながら頂上に立たねばなりません。と

もすると若い人は腹の立つこともあるようです。

今、隊は最も危険な氷塊の折重なる地帯を工作

して、第 3キ ャンプ予定地に達 したところです。

ここはマナスルを初登頂した日本隊が今から20年

前に通ったところですが、その頃とは大分状況が

変ったのか、韓国隊がナダレで15人 もの人命を失

っています。第 3キ ャンプを過ぎると第 4、 第 5

と雪と氷の壁となり、これまたナダンの危険地帯

です。

秋のマナスルは春とはすっか
'相
違 して、結構、

危険です。しかし我が隊は物量は豊富ですので、

じっくり腰を落ちつけて必ず登頂すべく、ジリッ、

ジリッとせまっています。

第 2キ ャンプは高度 5,800れ 、有名なナイケ・

コルから更に登ったところにあります。■雪と氷以

外は何もない世界です。ここで、すでに空気は地

上の半分以下、ちょっと体を動かすだけで息がは

ずみます。朝夕は雲がはれて北にチベッ トの山並

が望めます。あの赤茶けた高原は如何ばかりかと、

ヒマラヤヘくる度に憧憬の念を禁じ得ません。手

のとどくような近くにそこへ通 じるギャラという

峠道の広々とした谷が開けて、帰りには行ってみ

たい誘惑にかられますが、峠には中共の兵営があ

るとかでとても無理な話です。

キャラバン中で泣かされたブリ・ ガンダキの深

は魅力ある8,000れ の頂上はあきらめました。し

かし、私は私の手で必ずや登頂者を最終キャンプ

から送り出してやりたい一 これだけを願ってい

ます。

い渓谷 をへだててス リンギ oヒ マールやガネッシ

ュ 0ヒ マールの山並がせまりますが、これらの山

々はネパール政府が何故か登山を許 していません。

そ して眼下には、来 し方、マナスル氷河のクレバ

スや氷塔が乱雑に並んでいます。

小生はこの大きな隊の物質の運搬 を司どるため

前線には出ていません。 これだけの隊になります

と、荷上げの運行管理が死線を制することになり

ますので、過去何回かの経験が非常に役立 ってい

ます。 どの程度の物量が動いているのか参考まで

に記 しますと、

BCまで   15ト ン   C3     1ト ン

Cl ″    5 ″    C4    500キ ロ
C 2  ″     3.5  〃       C5ま ‐で`  150  ″

となり、これで順調に行くと8人程度頂上に立て

ることになる訳です。

本来、マナスル程度の高さ(8,156“ )の 山です

と酸素もそんなには使わないのですが、今回は大

事をとって70本 も持ってきており、 7,000れ 以上

の睡眠 と隊員の行動中使 うことになっています。

寝ているとき酸素を吸うのは大変有効なことが判

っています。

本格的に頂上にせまるのはもう半月ぐらい後の

ことでしょうか。小生は任務上、第 1次登頂隊員

を安全に成功させなければなりませんので、うま

く行かないと登頂の機会はありません。と言う訳

でかえって気が楽 (な どと言うとオコラレますが)

です。

隊員の紹介を致しまし■う。まずイラン側から。

1.ハ クビッツ  退役の陸軍准将  54才
きれい好きでチョッピリちゃっかり屋

2.メ ヒディザデ 印刷技師     40才
隊一番の紳士、自ら登れないが隊の中心

3.ラ ブーキ   文房具店主    30才
テヘランのバザールに店がある金持

4.ベ ヒザデ   1睦軍中尉     31才
登山家ではないが、レインジャーで言語は隊

(そ の 3) 10月 1日  1第 2キ ャンプ5,800'″ にて
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一番。

5.マ マプール  鉱山会社事務員  54才
資産家の坊ちゃん。 ダマバンドに50回 も登 っ

た。

6.ベ ヒザデ   農林技官     29才
山羊の解体などお手のもの。最も性格が良い。

7.ヘ ンディ   陸軍軍曹     32才
馬力あるが技術な し。

8.ダ ッ トファルマ 製糖会社員   32才
あわて者、半1っ ていないのにいつもイエス、

イエス。

9.ゴルテル   ドイツ人     70才
映画をとるために呼ばれた。この年で C2ま

で登る。

日本隊員

1.田 村 宣紀 36才 電々公社 長野市
登攀隊長

センキで通る。マネージメントよし。

2.木村  博  35才 電気会社 名古屋市
マネージャー

風邪をひいて前線に未だ出れずテントでエロ

(その 4)10月 16日 ベース・キャンフ1こて
マナスルの“ツメ''は意外とやさしく、すんなり

と登頂にいたりました。Ю月12日 、日本、イラン、

ネパール各 1名 からなる登頂隊は午前 8時30分第 5

キャンプを出発し、 8時間登り、午後 3時40分、

8,156″ の頂上に達しました。

秋のマナスルは休みなく吹く偏西風にあおられ、

登頂者の影山淳、アサディ中尉の 2隊員は軽い凍傷

にやられました。また、高処の酸素不足が招く視力

減退から雪盲にやられました。パサン●シェルパは

何とかよかったようです。

翌日、総隊長ハクビック淮将は登行の打切りを宣

(その 5)10月 21日 帰途のキャラバン
初 日、サマ村の近 くで

はるかなるネパールのプリ。ガングキの奥で「 ヒ

マラヤ」を拝受。ありがとうございました。
ベース●キャンプからラルキャ・ ラヘ行ってきま

したが、ヒムルン・ ヒマールやチェオ、カングルな

ど眼前に広がっていました。

お手紙下さった皆様、ありがとうございました。

いちいち、お返事しなければなりませんが、「 ヒマ

ラヤ」誌上を借りて厚くお礼申し上げます。
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一 本を読む。

3.島田  良 39才  山の道具屋 諏訪市
顔が少 しむくんだがそれでもC2で 未 だ に
酒をのむ。す ぐ40才になる。

4.曾我 謹昭 35才  山の道具屋  名古屋市
英語を話す時、アンドが得意。 カメラをこわ

してゴミ箱に捨てた。

5.風間  毅 28才 電気会社 長野市
登る度に頭痛で頭をかかえる。 8ミ リを担当。

6.影山  淳 28才 電気会社 名古屋市
実家は静岡のお茶屋。食糧係でいつもシェル

パをどなりちらす。

7.清水 公男    医者   松本市
ノンビリした医者。遠征中一度隊員の血圧を

みただけ。

8 当然紹介すべき男なれど筆者故、省略。
9.飯島 正直 新聞記者
数 々記事を送っている。

マイナス10度以下のテントで氷河崩の音をきき

ながら。

言しました。 (中略 )

マナスル山麓は登山に疲れた私達をすばらしい紅

葉で迎えてくれました。ヒマラヤにもこんなにすば

らしい秋色があるのか………。赤と黄と茶のとり合

せに雪の自、岩の黒、空の抜けるような蒼、この世

のものとは思えぬ美しさです。

予期せぬカムパ族の再反乱があり、マナスルの北

側にまわってマルシャンディの谷に行くことはダメ

になりました。せめて、ラルキャ・ バンジャンの峠

までと思い、往復、 4日 もかかるのですが、行って

みることにしました。

=カ ンチ委員会の動 き======1977=
第 3回委員会からはテーマをもった研究会を開い

ている。第3回は「 高処順化の諸問題」。

1月 中旬 「 トランス●ポートをめぐって」
2月 中旬 「 カラコルム登山のタクティックス」
など研究をすすめています。このあとは「 組織運営

をめぐる諸問題」を予定している。研究成果は、

「 E xpe dition l」 として発行される計画。



インド通信(1)

1976年 10月 4日 、ニューデリー

東部ヒマラヤ担当 藤井  毅
《ニューデリー近 iりの〉

インドは確かに変りつっある。 3年前にニュー

デリー空港におりたったときは、赤茶けた土地と

地平線が見えたのに、今ではそれらはビル建築の

工事現場にとって変わっている。
ニューデリーのような大都会に限れば、それは

東京の、ある延長線上に存在するといってよいで

あろう。お金さえ出せば手に入らないものはない

し、ついこの間、東京で聞いた音楽と同じ流行の

最先端の音楽が店先から聞こえてくる。 都市に住む
中産階級の人たちは、やはり東京 と同じような生

活を送っている。

インディラ0ガンジーの非常事態宣言後の一連
の政策はおどろくほどインドのうみずみまでにお

よんでいる。

オールド・ デリー、ニューデ リーで私の見た範

囲に限れば、まず第一に、すべての店の品物に値

札をつけることがおこなわれている。 どんな商店

のどんな商品でも例外はない。オール ド・デリー

のあの小さい店でも、あのごみごみした商店街で

もそうである。値札がないのは小さな露店だけで

ある。しかし、その露店もニューデリーからは、

ほぼ姿を消しつつある。あるのはアイスクリーム

屋、水売り、新聞屋ぐらいのものである。

そして、すでにインド式に買物のとき、
(tふ
っ

かけられる "こ とはなくなりつつある。観光客相

手の店でも正札つきで売られている。この点、確

かにインドの都市部は外国人にとって旅行し易く

なっている。

3年前には、沢山いた靴みがき屋も90%く らい

いなくなっている。タクシーもほとんど新しいメ

ーターになっている。そして、都市部の物価は何

でも上っている。

どこへ行っても見られぅもの、それはインディ

ラ・ ガンジーの顔を刷り込んだポスターだ。ほと

んどすべてのものが何らかの形で政府の統制下に

おかれていると考えてよいであろう。横丁のバザ

ールといえども例外ではない。オールド●デリー

のあの雑踏が私にとってただ一つの憩えるところ

だったが、そのオール ド|デ リーさえ、常に町の

一角には loo人近い警察官が待機 している。

インド通信(2)

1976年 10月 5日  ニューデリー

《ナガランド情報》
ニューデ リーにあるナガラン ド・ ハウスの責任

者 (Chief LiaisOn Officer)の K氏に会うことが

できた。面会の約束は簡単に とれ、直接、ォフィ

スに出向いて40分ほど話した。 K氏はモンゴロィ
ド系の顔立ちで、 日本人そっくりである。ただ、
日つきは非常にするどい。

ナガランド・ ハ ウスは J anpath通 りと交叉する

Auranzeb Road 29に ある。近 くにはM eghalaya

や Puniabと い った各州の出先機関が点在 してい

る。

衆知のとおり、ナガランドは独立運動を展開し

てインド中央とのあいだに武力衝突さえおこした

が、そのことに関 して、K氏の日からいくつか興

味ある話が聞けた。

その話を伝える前に、まず彼のおかれている立

場を説明しなければならない。彼は肩書きの通り

ナガ州政府とインド中央政府の連絡を担当してい

る。 コヒマ(Kohi ma)と デリーとの間を行ったり

きたりしていて、連絡を密にしている。

彼のスタッフはすべてィンド人であるが、彼と

私の話はインド人のスタッフをさけておこなわれ

た。彼は、はっきりと「 インド人スタッフに聞か

れるとますい。彼らは中央政府とつながっている」

といった。

つぃ先ごろ、日本の新聞でもナガ州政府とイン

ド中央政府とのあいだに和解が成立 したことが報

じられたが、彼はそのことには触れず、「 すべて

がアンダーグラウンド(地下組織 )に ある」とい

った。彼が、ナガ族の中にあるさまざまな、和解

派、穏健派、中国派などのセクトのどの部分に属

しているかは知らないが、「 中国にもナガ族が越

境 して軍事訓練を受けていた」という。

もちろん、私が出向いた目的はナガランド入域

についての助力を求めてであったが、それについ
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て「 ナガランドはRestricted Areaで 、ここへの

人域許可を出せるのは、インド中央政府の内務省

のDupty Secretaryで ある。だから、まず、そこ

と交渉しなければならないと思う。 しかし、私と

会ったことや、私の名前を出さない方が、あなた

が許可をとるにあたっては得策だと思う。ナガラ

ンドには外国人旅行者用の施設がないが、私の兄

が州政府の役人などの彼の家へ泊ったらいいだろ

う」といった。

また、「 ナガランドとインドとの政治的な関係

がいまの状態になるのには、第 2次大戦中のイン

パール作戦をはじめとする一連の英・ 印・ 日の軍

事行動が大きく関連 している」という。私はその

事実をまだ知らないが、この言葉は重要なヒント

になり得る。コヒマ周辺には日本軍の残したもの

が、それこそゴロゴロしているという。

彼は、ナガランドとインド中央との関係に関し

て「 Pcace in Nagalad」 という最近出版された

本を推薦してくれたが、それを読めばあるいは彼

のおかれている立場なども分ると思う。

K氏は10月 末頃にデリーを出てナガヘ向かうが、

その前に内務省との交渉をし、その結果の報告も

かねて、彼のところでナガ式の食事をごちそうに

なることになった。また、そのときは興味ある話

が聞けるかも知れない。

彼と話 していて、シッキムやアッサムの人と同

じように彼のインド人に対する反感というものを

はっきりと感じる。そのことは反面、日本人への

親近感となって返ってくる。「 我々はインド人と

は違うんだ」と短い時間の間に数回いった。この

言葉は 3年前、アッサムのディブルガールでアホ

ンの末えいという人からも聞いた言葉だ。

また、彼は中国やベ トナム、ラオス、 ビルマに
ついて語リーこれらの国はナガと関係が深い一しき

りと
ttコ
ミュニズム "う んぬんと話 したのが注目

された。彼は、ナガのさまざまな運動の中でどう

いう勢力に属していて、ナガ政府の連絡官として

デリーではどういうことをしているのかなどを理

解 してかからねばならないと思う。

ナガについては私自身、情報不足であるから、

K氏の言葉を批判的に判断はできないので、一応

忠実に記録しておくことにした。ただ、彼はイン

ド中央政府と丸々
tベ
ッタリ"の 関係ではないこ

とは確かである。

ヒマラヤに関する質問と解答 :

《爬》 外国人(イ ンドやネパール人 )を 日本ヘ
招待したいのですがどうしたらよいでしょうか。

《答》 各国によって事情は違いますので、本人
または家族の人にその国にある日本大使館に行っ

て必要書類を聞いてもらい、それを日本でととの

えて送 ってあげることになります。大体、 下記の

ものが必要です。

1.入国理由書 (研修や留学の場合は祥細な日

程なども必要。観光の場合も簡単な 日程をつ

ける)

2.身元保証書 (公証人役場で公正証書にして
もらう方がよい。法務局で聞くのもよい )

3.身元保証人の戸籍謄本
4.身元保証人の財政保証書 (所得税納税証明

書でもよい )

以上が日本のビザを取得するために最底必要な

ものです。いずれも原則 として日本語でよい。観

光の場合は比較的簡単に ビザを発行 してもらえま

すが、それ以外は時間もかかるし、 さらに、他に

提出を要求される書類もあります。観光ビザの場

合でも少なくとも2カ 月はかかります。

なお、本人のパスポートをとるには 1、 2、 4

を英文で作製し、それに国によっては飛行機の切

符を送るなど、ギャラ /テ ィ渡航 (全費用を日本

側で負担 )の 手続が必要です。

そ して、本人が日本へ到着すれば、外人登録を

すませたり、その国の大使館への連絡、帰国のと

きの手続など、かな りの世話をしなければなりま

せんのでそのつもりで招待 した方がよろ しいでし

より。

※ζ第6回東日本ヒマラヤ研究会収支決算報告※

収入 会 費 806,300

支出 会場費 575,114

通信費  29,650

事務費  10,500

報告書出版準備費

雑収入 4,500  。)
合計 810,800

印刷費 18,000

記録費 7,2∞

謝 ネL21,5∞
'135,000    

。)
合計 810,800

します。 係 :館 野
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花 の 谷 (3)

しかしながら、ルッドローおよびシェリフの東

部ヒマラヤ地域における活動の全貌については、

殆んど知られていなかったといってよい。登山の

はなばなしさがないだけに、ひっそりと片隅に埋

れていたといぅ感じである。 ヒマラヤン・ ジャー
ナル掲載の記録はその一部にすぎない。最初は第

6巻にそのブータン行が紹介されている。 1933
年の記録である。 1934年 のブータン行は第 7巻
に紹介されている。 1936年のスバシリ行は第 9
巻に紹介されているが、正式な報告は第10巻に掲

載されている。 1938年 のツァンポー行は第12巻
に正式に報告されているが、このときはじめてナ

ムチャ。バルワの写真が紹介されている。これら

のうち、第 6巻、第 9巻、第12巻の巻頭写真に彼

らの写真が採用されていることをみても、彼らの

業績のすばらしさがわかるのである。

上述したように、ヒマラヤン・ ジャーナルでは

簡単にふれている場合が多く、また、全く紹介さ

れていない紀行がある。上述以外には、 1937年
のブータン行、 1942-5年のラッサ、 19“ -7年

のツァンポーのゴルジュ行、 1949年のブータン
行などの山旅がある。ブータンに関して、かれら

程の足跡を残したものは、先にも後にもいないの

である。東部 ヒマラヤにおいては、キングドン0

ウォードの業績が光っているが、彼の場合はルッ

ドローやシェリフなどとはちがって、地域的によ

り東部である。ブータンおよびツァンポー附近の

植物採集は、かれらの独壇場といってよいだろう。

けれども、かれらの探検もキングドン・ ウォード

との連絡なしには考えられない。この先輩につね

に連絡しながら、彼らの山旅はつづけられた。

さて、かれらの探検の概略についてはこの辺で

筆を止めよう。ぼくは「 花の谷 」のことを語った

方が心楽しい。 "A Quest Of Flo″ ers"と いう本

は文字どおり花を求めての山旅の本である。カバ

ー写真も青いケシの花であるし、巻を開けば、巻

頭を飾るは、ビンビ・ ラ渓谷の美しい風景である。

上には氷雪の山がそびえ、下には川が白い瀬を作

りながら流れ、河辺には草原がひろがり、家が 2、

3軒みえる。草原をゆく現地の人が一人みえ、の

水野  勉

どかな風景である。きっと「 花の谷 」なのである。

彼ら程ブータンに入ったものがいないのに、ブー

タンの風俗とか山とかはあまり写真として紹介さ

れていない。テーマはあくまでも花である。美し
いカラー写真として紹介された花々は、 じつにみ
るものを楽しませる。MecOnopsis grandis、

Prinlu la tSOngpenii、  MecOnOpsis sherriffi 、
Primula kittilな どの美しさは、それがたとい

写真であってもすばらしい。メコノプシス属はケ

シ科であり、プリムラはご存じのとおり、サクラ

ソウの種類である。シェリフの名のついた、メコ

ノプシマ。シェリヒィは赤いケシである。

ここでは「 花の谷」といっているけれども、こ

の本では「 花の峠」といっている。第一章の表題
が「 花の峠へ向って」である。この 1933年のと
き、シェリフとルッドローは、シッキムのガント

クから東へと向い、いくつもいくつも峠を越えて、
トランシャンシィまで行ったのである。ブータン

の川はだいたい北から南へと流れているから、西

から東へと旅 していけば、川を渡って峠を越える

ことの連続である。ナツ・ ラ、キュ・ ラ、ハ・ ラ、
チェラィ。ラ、ベラ。ラ、 ドキヨン・ ラ、ヘレ・
ラ、ユ ト・ ラ、ルド・ ラ、ボンガ・ ラを越えたの

である。それらの峠はすべてそれ程の高度はなく、

文字どおり、花の峠なのであった。かれらはそれ

からメ・ ラまで行き、今度はチベッ ト側に入って、

ギャンツェまで、タン・ ラをとおってガル トクに

帰るのであるが、メ・ ラでは附近のなだらかな斜

面を6時間ほども歩き廻って、植物を採集 した。

彼らはここで多くの花を集めたので、メ・ ラを「花
の峠」と名づけたのである。この附近でもっとも

豊富なのは、サクラソウの種類であった。そして、
メ・ ラにのみ咲くPrimula jigmediamを 発見し

た。これはブータン王にちなんで名付けられたの

である。そのほかにも 9種類のサクラソウの類を

発見し、彼らは心楽しくメ・ ラを去ったのであっ

た。
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ヒマラヤ学入門  その 46

攣～― 外国へお金を送るには

書籍の購入や会費の納入、遠征隊や調査隊への

必要経費、などなど、 日本から外国へ送金する方

法にはいろいろなものがありますが、50万 円以下

で比較的手軽に送金できる方法は下記のものがあ

ります。

イ 銀 行 振 込
これは現地に本人または受取人の銀行日座を開

設 してある場合、これに日本から振込送金する方

法で、最も受取が確実といえましょう。ただし、

日座開設者のサインがないと受取れないことや、

地方の都市などでは送金した銀行の支店または系

列銀行がないときなど、本人が大きい都市まで出

むく必要があるなど受取るとき手間がかか ります。

日本側の銀行はいわゆる
マt外
為銀行 "(大きい

銀行はたいてい
tt外
為銀行 "に なっています )の

窓口で相談にのってくれます。金額によってはパ

スポー トと外貨購入証明書が必要のことがありま

す。いずれの場合も、現地で受取れるお金の種類

はたいていその国の通貨です。 (イ ンドならイン

ドルピー )

口 小切手送金
これは日本の小切手送金と同 じ方法で、銀行で

小切手を作ってもらってそれを書留で送る方法で

す。この場合、記名式で銀行渡 ,(横線小切手 )

など、なくした場合のための方法を購 じると安心

です。その方法は銀行で相談にのってもらうとよ

いでしより。

ハ 外国郵便為替と振替
一番手軽な方法です。郵政局では次のように P.

Rしています。
*通常為替・電信為替

為替証書を郵便局か ら受取人の方
へお届けしま

す。電信為替は、各国相互間の電信を利用 して連

絡するもので、お急ぎの時に利用されると便利
で

す。 料金は10万 円で 900円 などと割安です。
キ通常払込為替・電信払込為替

受取人の方がその国の郵便振替口座をお持ちに

なっている場合に、ご利用いただけます。電信払

込為替は、電信為替 と同様に電信を利用して払込

みの連絡をするものです。

―

*通常振替 。電信振替 (200円・プラス電話料 )

送金人の方の郵便振替 口座から受取人の方
の郵

便振替 口座に、送金額を振 り替える方法です。

電信振替は、各国相互間を電信を利用 して連絡

するもので、お急ぎの時に利用されると便利です。

*通 常 払 込 (300円 )

受取人の方が郵便振替 口座をお持ちになってい

ればご利用になれます。現在このお取扱いを行

イギリス、スウェーデン、デンマー

ク、ノルウェーの 4か 国だけとなっています。

ほとんどの国との送金ができます

送金できる国は全部で91か 国。万国郵便条約を

は じめとした国際間の連合条約、 2か国相互間の

条約 を結んでいますから、海外の主要国との送金

ができます。

送金できる金額は

外国への送金には、外国為替管理法令による制

限があ りますが、つぎの範囲内のものは、郵便局

の確認だけでお手軽に送金できます。

*特別な場合を除いて、送金人おひと,につき 1

件 200米 ドル以内の送金には送金内容を証明す

る書類の提示は必要ありません。

*上記の送金額を超えても、その送金内容を証明 .

する書類を郵便局に提示 されますと、親族の方

への贈与金については、送金人おひとりにつき

1件 5,000米 ドルまで、医療費 。会費などの分

担金、検定料などについては、その実費の範囲

内までが送金できます。

お取 り扱いする郵便局は

外 国あての送金は、郵便物の集配事務 を行なっ

ている郵便局でお取扱い しています。なお、外国

からの送金の場合には、お受け取 りになる郵便局

が指定 されていますので、その郵便局でお金をお

受け取 りください。

==ヒ マラヤの地図に関心を持っておられる方

「 ヒマラヤ」10月 号で紹介しました市販地図や

その他の地図を大手したい方、また、ヒマラヤの

地図について知りたい、研究したい方は下記
へご

連絡下さい。ヒマラヤ関係の地図について勉強し

て行きたいと思います。「 中央アジア、ヒ
マラヤ

地図研究会」(仮称 )(略称、地図研究会 )
島の官   方
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日 本 か ら ヒ マ ラ ヤ か ら

Dr.PoC.Ebra アッサム 10月 4日
先日は瑠日の集会に招待 していただき、何人か

の会員の方と親 しくお会いでき、一緒に山にも登

れたことを大変嬉しく思っております。 9月 30日

に東京からマニラヘむかい、そのあとタィゃスリ

ランカに寄 って12月 にはアッサムヘ帰 ります。

高木 泰夫様  大垣  10月 2日

「 ヒマラヤ」アフガニスタン登山隊報告特集を

寿続させていただき誠にあ りがとうございました。

私にとりましてアフガンはやはり懐 しきところで

1968年の山行もつい先頃のことと思い出 してお

ります。 (後略 )

稲葉フク子様  宇都宮  10月 7日

「 ヒマラヤ」をありがとうございました。東日

本研の折はお世話様でした。夏の終り、森吉山に

登りました。深い森林に包まれた優美な山容に山

への神秘な想いを誘われました。

羽根田―馬様  豊田   10月 1日
過 日は娘むこのランジャンが来 日し、 HAJの方
々に大変お世話になり、ありがとうございました。

娘も、 レイカとロビンの 2人の子供も東京の高橋

照 さんと一緒に 9月末頃にネパールヘ帰国しまし

た。

佐藤  優様 (アフガン隊 員々 )奈良 10月 1日
先日のアフガン登山報告のうち、私達がムンジ

ャン北峰と思っていたのは未踏の無名峰らしいこ

とが、村上隊員の写真から分りました。ムンジャ

ン西峰ともいうべきピークと思います。

佐々木 正様  盛岡  10月 4日
10月 3日 結婚 し、好きなシゴトもサケも一時中

止して妻のいうまま日本卿島を歩いています。ヤ
マをすて、友をステ、海外などへも目をむけない

つもりです。 (奥 さんのお名前は光恵さん、ネパ

ールでの竹細工指導で有名な柴田氏のご令嬢です)

水野 治郎様  サマルカンドにて  9月 27日
西 トルキスタンのサマルカンドに参りました。
ベルシャン・ ブルーの空を背景にして並ぶモスク

の青い塔は見事です。明後日はブハラです。

植竹 清孝様  東京  10月 1日
9月 22日夜、日ネ協会による、ビレンドラ国王
の中国四川省およびチベッ ト訪門の35mフ ィルム

を見る会に行ってきました。フィルムは 3巻でし
たが、映写がうまくゆかずチベットの部分を少し

見ました。それでもポタラ宮内の仏像群は豪華絢
爛で迫力がありました。 (後略 )
(その後、名古屋でTV放映されました。以下は
中日新聞10月 3日 の「 破調 」欄にのった寸評です)

わずか 5分で実のある報道
5分ほどの短いものだったが、チベットの ラ
サ市の情景がフィルムで放映 された。 この印

象深いフィルムは、 1日 夜 11時の CBcテ レ
ビ「
ニュースデスク」の中で紹介 されたが、

これまでほとんどのフィルムで紹介されたこ

とのない興味深いものであった。

チベットはかつて
t秘
境 "と呼ばれていた

高度 3,000れ 以上の地区である。フィルムは

自い連峰を映し出し、人口5万のうサ市の様

子を伝えてくれた。かつて農奴制の強かった

この地方も、今日では織物工業や電気工業が

活発になり、集団農場が普及している。人び

との生活のふん囲気も明るい。

カメラは一転して民兵組織や学校の様子を

映 し出す。中国の自治区の 1つ となっている

チベットをよく示す 1コ マである。中でも強

い印象を与えたのは、かつてのグライ .ラ マ

の居城の壮大な外景と数多い仏像の群れであ

った。この仏像の群れは、それぞれ表情もち

がい、姿勢もちがっていた。

永年続いた農奴制の上に乗ってこそ、この

ような
《
芸術 "作 品が生まれたのか、仏像を

きざみ、仏画を描いた職人たちの執念が強く

感 じられるようであった。
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旧 刊 案 内新 刊

出版社PR誌 2冊から
M ook(ム ック)が、わが国出版界で話題となっ

ている。雑誌Magazineと 書籍 boOkの 合成語で出

身はアメリカ。図版、写真、表を大幅にと,いれ、

本を読むと同時に見ることの好きな新世代向け新

型書籍。新世代とは若年層と婦人たち。

以上は「 波」1976年 9月 号 (新潮社 )の編集

後記にあったものの一部。同欄では、このスタイ

ルによる江藤淳の新刊も発売を予告している。新

刊本を見てからでないと正確ではないが、新スタ

イルから連想するのは、今も続く「 ヵタログブー

ム」だ (も っともこのカタログ類は書籍型雑誌と

呼ぶらしい )。 日本でのブームは本家の若者思想

までも売り物にした上、アメリカ商品と生活の紹

介カタログとなったが、こういった本のつく,か

た自体もカタログ以外の本にまで影響をおよばし

たことになる。

テレビ以後の世代の成長が、マンガ誌とカタロ

グの流行を成立させたのだろうが、M ook化 を評

して思考判断力の欠除した人間を育てるばかり、

とはいえない。一面、こうも考えられよう。

mook化された本が持つ情報の質と量は活字だけ

に比べ、ものによっては文章よりも表現方法で勝

るものがあるように思う。ただ、そんな場合、読

み手のほうでよほど解析能力を持っていないと、

深部まではつかめない。たとえばmook化の極限

として地形図や設計図が 1頁大に登場してきたら、

これは一種の暗号解読、もしくは文字どおり
tt絵

とき "に なってしまう。

もちろん、そういったmook化 本はなかなか一

般向けにはなりにくいだろう。そもそもの発端は

眺めてわかった気になるのが条件だったのだから。

しかし、ある水準以上のmoOk本に対して、読む

者と眺める者との習得差は、活字だけの本に対し

てよりも著じるしくなるように思う。

で、mook化からもう一つ連想するのは、本場
カタログと同じに自分らの経験 を、自分らの手づ

くりまでまとめあげる登山報告書である。内容的

にもmook的だ。すでに登山商業誌がm ook化 の

いきおいを強めているのに報告書はまだまだの感

がある。それはある面で救いでもあるようだ。

報告書の送 り手と受り手との間で、解析能力に

差のある場合、受け手が強力ならば、さして問題

がないが、逆だったらmook的 用法で送り手の思
いどおりに簡略に作れるからだ。これは、良心的

な送 り手がmook用 法で報告書をしあげようとす
ると俄然、むずかしくなることにも通ずる。そん

なmook的 本としてヒマラヤトレッキング(五百

沢智也 山と渓谷社 )をあげられる。
カタログのm00k化 は、本づくりのため手軽な

手法のためにそうなったのではなく、伝達のため

には、文章より適性あり、と判断されたからだ。

報告書も当然そうであろう。

もう 1冊のPR誌から
登山報告書を共同研究の成果発表とみれば、結

果を外部に広める報告書で、書き手が複数にわた

るのになぜか一応の統一がとれた本として完成十

るのは少しも不思議でない。そのわけは、書き手

達がきわめて強力な共通の登山概念を持ちあって

いるからだ。

ここでは、熟達したまとめ役がいなくても最少

限の内容の報告書が、自然にできあがってしまう

下地がすでに練られている。一つのテーマをグル

ープが共同生産し、共同管理しているのでテーマ

から派生する小テーマも全体にバランスがとれて

くる。

それでは、同じ登山界で、別 に々発表された文

章を一つのテーマのもとに集めるとどんな具合に

なるだろう。たとえば、数年という短期間中に発

表されたものを素材にすると、単独文章 として初

出時に味わった新鮮さ、驚きは消えてしまうこと

が多い。製作過程を共同研究的にしていても一味

違ってしまうようだ。素材自身の問題も部分的に

はあるが…………。

複数の書き手による出版物は、たとえ書きおろ

しであってもよいほどの共通認識があるか、ある

いは、事情によく精通 した編者がいるか、で個々

の価値、すなわち全体的な効果が出現するものら

しい。
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「 UoP」 1976年 8月 号 (東京大学出版会 )の

編集後記では、社会科学系論文集への書評から、

「 論文集は五百羅漢的、豪勢な福笑いになる」と

引用している。 なお、 本誌 8月 号で紹介されて
いた東洋文庫の出版物、日録など一部を東京大学

出版会でも販売している

～51年 1月 25日 に発行された本である。

古代の東アジア世界

読売新聞社 980円

江上波夫、松本清張編

50年

写真集「 満州」  一色達夫、宇野木敏編
東京ベス トセラーズ 50年  2,500円

ヒマラヤから祖国へ  岩村 昇著 主婦の友社
52年 9月  980円  B6判
「 ネパールでの医療活動から学んだ

tt愛
の医療"

を訴える。肉体だけ癒しても人の心が救えない医

療は結局むなしいものではないか………・」

チベット語宇典   芳村修基編  12,000円
法蔵館 51年

仏教学辞典などを出している出版社による本。

古代遊牧帝国   護 雅夫著 中央公論社
440円  新書判 51年 7月 25日
トルコ民族の歴史を追いながらそれによって東

西交渉の歴史を考えたものである。シルクロード

の歴史にも触れている。少し固い内容。

この中公新書には、以前にも紹介したが、

「 元朝秘史」(岩村忍 )、 「 満州事変への道 」

(馬場伸也 )、「 満州事変」(臼井勝美 )、「 草

原の革命家たち」(田 中克彦 )、「 インド独立史」

(森本達雄 )な どいい本が多い。

Tibetan Language:・ T・hree lStudy Toois

by Narkyid Tibet House,New Delhi 2,450円

チベット入学者による実用的学習書で、特に発

音に重点をおいている。 B6半1 328ペ ージ

この本ならびにインド発行の本は田東方界、東

京都千代田区神田神保町 2-2 新世界 ビル 6F
003-264-3466で扱っている。

:巨verest the lHard VVLy by c.BOningtOn

副題に The First Ascent of the South West

Face,と あるように 1974年 のエベレス ト南壁の

成功をまとめたもの。 1976年刊 Hodder&
S tought,London,320p. 5,280円

以下は「 東洋学報」で紹介されていた50年 12月

世界探訪・ユーラシア大陸紀行

東京文研出版 50年  1,000円

太田南沼著

晩秋のヘラート   服部直人訳著
京都 社団法人・ 日本イスラム友愛協会

モンゴル資料集 第 1、 第 2   宮地亮一編著
各 1,200円  50年  東京ビブリオ

モンゴル人民共和国地図 (300万分の 1)50年
日本モンゴル協会編  1,500円  東京 ビブリオ

イラン、栄光の過去と現在

東京泰流社 50年  1,500円

黒柳恒男著

思い出の内蒙古、内蒙古回顧録

東京 らくだ会本部  lo,ooo円 51年

ネパールわが祈りの座、チャパガォン診療所の記

録   俵友 恵著、 日本キリス ト教海外医療協
力会 51年  500円

オリエン トの嵐、中東現代史

ブノアメシャン著 牟田口義郎訳
51年 東京筑摩書房  1,400円

灰色の狼一
ムスタアァ・ケマルー 新生 ト

ルコ

の誕生   51年  東京筑摩書房  1,400円

ヒマ ラヤの花嫁    平 尾 和 雄 著
日本交通公社   51年 10月 20日  780円
タトパニのスルジェという女性と結婚し、民宿

を経営した業者のネパールでの生活。「
スルジェ

館」を通 してみたヒマラヤ讃歌。
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HAJ 1977 ヒマラヤ・ ツアー

お問い合せお申込みは下記ヘー打合せは毎月第

4金曜日の東京定例集会などヒマラヤ集会で。 高架街

下記の日程や費用は51年11月 1日 を基準として

おり、航空機、現地の都合で予告なく変更するこ

とがあります。詳しい日程表などがありますので

ご請求下さい。 (※印はHAJ会員のみ参加可 )

首 都 高

ヒマラヤ。シルクロードに関する旅行や登山に関するお問い合せを歓迎します。日程の相談、航空券

の手配、ビザの代理申請、現地手配、山岳保険、 トレッキング保険などなど何でもどうぞ。

国電
有楽町駅

キヾス

航空

横
断
歩
道

九

重

日

劇

,r7 =,L"r, 
SF

速 道 路

出発 日 地 域 0ツ ア 名 期間 (日)
費用
(刊 )
〆切日 定員 添乗員

2月 13日

3月 16日

4月 21日

4月 21日

4月 28日

4月 28日

7月 24日

7月 28日

7月 28日

8月  7日
9月 11日

9月 15日

9月 15日

9月 29日

10月  9日
10月 27日

11月 13日

12月 25日

12月 25日

12月 25日

12月 25日

12月 26日

12月 26日

12月 29日

黄金のパゴダと雄大なカンチェンジュンガの展望

シルクロード・ ソ連の旅

ガルワール・ヒマラヤの奥地と野生動物を訪ねて

インド放浪の旅 (自 由旅行 )

ネパール・ ビスタリー・ ツアー

キ リマンシャロ。トレッキング

小チベット・ ラグックと未知なるザスカール山群ヘ

カシミールの花や氷河を楽 しむ (自 由旅行 )

世界の屋根を行 く(ラ ダックを車で一周 )

東洋のスイス・ カシミール・ バカンス旅行

シルクロード・ アフガニスタンの旅

インド放浪の旅 (自 由旅行 )
ヒマラヤの高山植物を求めて

ネパール・ ビスタリーツアー

インド放浪の旅 (自 由旅行 )

ネパール・ ビスタリー・ ツアー

インド放浪の旅 (自 由旅行 )
ガンジス源流を訪れる、聖地を巡る旅

ネパール自由 トレッキング

アンナプルナを望む丘へ小 トレッキング

第 3次 アッサム oシ ッキム調査隊

雄大なカンチェンジュンガとネパールの休日

ネパール自由 トレッキングツアー

ネパール oビ スタリー・ ツアー

15

※ 19

18

24

11

12

28

18

※ 18

14

※ 14

24

17

11

28

11

28

14

28

14

※ 28

14

17

11

385 12月 末

398 tz E)K
389 2月 末

230 2月 末

378 2月 末

398 3月 末

372 5月 末

315 5月 末

450 5月 末

372 6月 末

398 7月 末

230 7月 末

369 7月 末

378 7月 末

230 8月 末

378 8月 末

230 9月 末

379 rt Efr
261 rtEt
34【:247)1月末

423

381

261

378
|

8月 末

11月 末

11月 末

11月 末

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１０

０

１０

１０

０

有

有

有

前半のみ

有

有

後半のみ・

有

前半のみ

有

有

前半のみ

有

有

無

有

無

有

前半のみ

な子供彗D
前半のみ

有

前判のみ

有
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ヒマラヤの旅はヒマラヤのヨロズ屋ヘ
トレッキ ングか らエ クスペデ イシ ョン

まで全て引 き受 け ます。

装 備 貸 出・ シ ェ ル パ 斡 旋 。現 地 食 料 調 達
国内外輸送手配・別送貨物通関・ ヒマラヤ情報……
EXPRESS ・

「
REKKING(P)LTD.

EXPRESS HOUSE
NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0.BOX339:KATHMANDU NEPAL

篠己[略  GREATREK・ KATHMANDU TEL. 13017
カ トマ ンズの 7言泊 は EXPRESS HOUSE
をご利用 くだ さい。

家庭的 なムー ドで宿泊代 も安 く気軽 に泊 れる宿 です。
特 に 日本のお客様には大浴場 が好評 です。 自炊 もで き
ます。  宿泊代==1泊朝 食付30 R Sか ら

※長期滞在者 は こ相談 に応 じます。

日 本 語 で お 問 い 合 せ く だ さ い

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ッアー名

★ シル ク ロー ド 6,000キ ロ

★ ネパ ール とアフガニ ス タン

↓砂漢 の 国 アフガニ ス タン と最ス
後 の桃 源境 フンザ

☆大 ペ ル シ ャとアフガニ ス タン

―
お問い合わせは下記まで

一

0朱) 卜ラ ベ ル 日 本
〒100 東京都千代 田区有楽町 2-2-:
ラクチョウビル5呪 t(,電話 (03)572-1461
担  当――

―
外池 。永瀬 ‐月候 。小島

海外登山ヮ トレッキングに傷害保険を
海外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付 )について研究 しております

タケ

岳    産  業 にご相談して 下 さぃ 。ノ

あなたの所得 を補償する保険 をご存 じですか ?(所得補償保険 )
●所得補償1～ 5年 ,傷害特約60～ 120倍 までいろいろあります

自動車・火災・ レジャー (山 岳保|'尖 。国内旅行 。つり。ゴルフ・ ヨノト)° ｀`マ通傷害・利益
。生産物等の私達の生活に関連した保険を取扱っています。岳産業の西 |‖ までご連絡 ドさい

献(繰品鋒喜産業
大阪市淀|||IX西 中島町 5 Jll第 3チ サンloF 6'」 〒532
TEL 06〔 304〕 1115番
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